
 

 

８月１５日 ４００分の１羽 ヘラシギ渡来！！ 

 現在、世界的に最も絶滅 

が心配されている鳥類なの 

がヘラシギです。 

 北東シベリアの北極圏の 

ツンドラの極一部でしか 

繁殖しておらず、その数は 

最新のデータでは、４００ 

羽と推定されています。 

 そのヘラシギが、野付半

島の干潟で記録されまし

た。野付半島では５年ぶり

の記録となります。 

 つまり、今回記録された 

ヘラシギは、全世界のヘラ

シギの４００分の１羽と言

うことになります。 

 ヘラシギは、夏に北東シ

ベリアで子育てをして、東

アジアを経由して、ベトナ

ム、ミャンマー、シンガポー

ルなどで越冬します。 

 野付半島は、その繁殖地

と越冬地を繋ぐ、重要な中

継地の一つとなっていま

す。体の大きさはスズメほ

どの小さなシギですが、何

とか絶滅の危機を脱して欲

しいものです。 

 改めて、野付半島が渡り

鳥とって重要な場所である

事がわかりますね。 
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スプーンのような平たいクチバシが特徴です。 

 


